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「
琉
球
語
か
琉
球
方
言
か
」 

…
…
、
た
と
え
ば
琉
球
語
と
日
本
語
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
…
…
日
本
語
な
ら
わ
か
る
と
思
っ
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
わ
か
ら
な
さ
の
点
に
お
い
て
琉
球
語

は
外
国
語
（
同
然
）
な
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
こ
う
し
た
言
い
か
た
は
、
琉
球
人
、
も
し
く
は
沖
縄
県
民
の
感
情
を
ひ
ど
く
そ
こ
ね
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
逆
に
歓
迎
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得

よ
う
。
琉
球
が
政
治
的
、
文
化
的
に
日
本
の
不
可
分
の
一
部
で
あ
る
と
信
じ
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
の
占
領
下
に
あ
っ
た
時
代
に
、
日
本
へ
の
復
帰
を
強
く
願
っ
た
人
た

ち
に
と
っ
て
、
日
本
語
と
は
別
の
琉
球
語
を
考
え
る
こ
と
は
、
そ
の
復
帰
運
動
を
妨
害
す
る
も
の
だ
と
い
う
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
お
そ
ら
く
琉
球
語、
と
い
う

表
現
す
ら
、
日
本
と
の
分
離
の
画
策
に
加
担
す
る
も
の
だ
と
非
難
さ
れ
か
ね
な
い
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
日
本
語
に
属
す
る
一
変
種
、
す
な
わ
ち
、
鹿
児
島
方
言
、
、
な
ど
と
同

じ
場
所
に
な
ら
ぶ
琉
球
方
言
、
、
で
あ
る
と
そ
の
人
た
ち
は
主
張
す
る
で
あ
ろ
う
。 

 

つ
ま
り
、
あ
る
こ
と
ば
は
、
独
立
の
言
語
、
、
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
あ
る
言
語
に
従
属
し
、
そ
の
下
位
単
位
を
な
す
方
言
、
、
で
あ
る
の
か
と
い
う
議
論
は
、
そ
の
こ
と
ば

の
話
し
手
の
置
か
れ
て
い
る
政
治
状
況
と
願
望
と
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
動
植
物
の
分
類
の
よ
う
に
自
然
科
学
的
客
観
主
義
に
よ
っ
て
一
義
的

に
決
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。 

出
典
：
田
中
克
彦
『
こ
と
ば
と
国
家
』（
岩
波
新
書
、
一
九
八
一
年
）
八
～
九
頁
。 

 

問
一 

右
の
文
章
の
要
旨
を
一
〇
〇
字
以
内
で
ま
と
め
な
さ
い
。 

 

問
二 

現
在
、
沖
縄
県
で
は
「
琉
球
諸
語
」
と
い
う
言
い
方
を
見
か
け
る
こ
と
が
多
い
。
右
の
文
章
に
即
し
て
考
え
る
と
、
い
か
な
る
願
望
が
そ
の
背
景
に
あ
る
の

か
、
一
〇
〇
字
程
度
で
ま
と
め
な
さ
い
。 
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本 
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（
留
学
生
方
式
） 

氏 名 受験 

番号 

採 点 欄 

 

     

     

     

     

    
 

 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 

100字    
 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

 
 

100字   

 

 

 

2023年 2月 17日 

こ
の
部
分
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
章
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
法
上
の
問
題
か
ら
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。 



問題 2023年度大東文化大学大学院【春季】入学試験 

 文学研究科 教育学専攻（修士課程） 

 

 

科  目  名 受験番号： 採 点 欄 

専門科目（留学生方式） 
 

氏  名： 

 

 

 

問題 

下記「教育福祉」について文章を参考にしながら、教育と福祉の協働の必要性とその意義についてあなたの考えを

述べなさい。 

日本は高度経済成長期に入ると、所得の増加で高校進学率が急速に伸びた一方で、集団就職する子どもや児

童養護施設で育った若者の低い教育達成の問題が浮上した。そして、教育運動や政策立案、地域や自治体の実践

の展開まで、総合的に探究することが目指されるようになっていった。しかしながら、1970 年代になると問題

視されていた高校進学 90%を超え、教育機会の不平等は解消されたという認識が広がりを見せる。同時期に、

不登校やいじめ、自殺が社会問題化し、「豊かさの中の病理現象」として捉えられるようになっていったことか

ら、人々の関心は心理的支援に傾倒され、教育と福祉の関係を問う議論は徐々に下火になっていった。しかし、

バブル経済崩壊後の不景気により多数の失業者や不安定雇用労働が生まれ、ニートやネットカフェ難民など若

者が直面する困難にも焦点が当てられるようになっていった。家庭の経済的困難は子どもにも影響を与え、2000

年代後半には、子どもをめぐる格差や貧困という問題の議論が再燃した。それにより、教育と福祉の関係性や協

働の在り方を再考する必然性も高まり、教育福祉の概念に再び注目が集まるようになった。  

辻（2017）は、教育福祉を「教育と福祉が連携して、子ども・若者あるいは成人が安定した生活基盤のもと

で豊かな人間発達を実現することをめざす概念である」と定義する。辻の議論では、①当事者が中心となった教

育運動、 ②当事者としての主体性を育む地域での支援、③子ども・若者の困難と教育に向き合う地域づくりを

改革の原動力とし、その根底に自治の力による教育福祉のまちづくりがあるという「教育福祉をめぐる重層構

造」が提示された。辻の教育福祉の特徴は、従来の教育福祉が軸としてきた教育の機会均等という視点に留まら

ず、地域や民間との協働によるまちづくりの視点を投入することで、教育全体の在り方を見直す必要性を提示

した点である。 

続いて吉田（2017）は、教育福祉を「人間の生活と発達の包括的な保障と支援に関する学」と定義し、人間

の尊厳をもった生活を生涯にわたり保障する福祉的支援と、人間としての発達と学習を保障する教育的支援を、

「有効に相互補完させることのできる社会システムや地域支援あるいは対人援助法について、問題解決的・実

践的に理論化する研究」であるとした。またその特徴について ①教育の母胎としての福祉：生活権や教育権と

いう社会権の総合的な保障を目指す理念・目的、②福祉の方法としての教育：教育基本法等の法規にみられる、

広義の福祉の実現のための方法として教育が位置づけられていること、③福祉における教育的支援：従来児童

福祉サービスの対象とされてきた子どもたちの学習権保障といったような、福祉問題を教育的な問題として把

握する支援、④教育における福祉的支援：学童保育や子育て支援、SSW(school social work)の導入等、 教育問

題を福祉的に把握する支援という 4 類型を示している。また、「〈教育×福祉〉複眼的アプロー チ」や「双方向

なクロスオーバー」の必要性が強調された。教育における福祉的支援を単に福祉制度にとどめるのではなく、

「ケア」する教育学として捉え直した点に、その独自性があると言える。 

これらの提言から、現代の教育福祉は、児童福祉と教育という従来の枠組みを超え、まちづくりを含む地域福

祉の要素を取り入れていくことが目指されていると捉えることができる。また教育と福祉は、それぞれ異なる

互いの要素を織り交ぜながら、新たなものを生み出していく、融合的な構造となることが求められていると推

察できる。融合により生み出されるものはいまだ明確にはなっていないものの、当事者主体の中で行政、学校、

地域、民間が一体となって実践方法を模索していくことが求められていると言えるだろう。 

 

引用文献 

辻浩 2017 『現代教育福祉論』ミネルヴァ書房.  

吉田敦彦 2017 「〈教育的まなざし×福祉的まなざし〉の複眼的アプローチ―『もっとよく』と『ありのままで』

の間で―」関川芳孝・山中京子・中谷奈津子編『教育福祉学の挑戦』せせらぎ出版 

2023年 2月 17日 

この部分に掲載されている文章については、著作権法上の問題から掲載することができませんので、ご了承願います。 
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問題・解答 2023年度大東文化大学大学院【春季】入学試験 

 文学研究科 教育学専攻（修士課程） 

 

 

科  目  名 受験番号： 採 点 欄 

英語（一般方式） 
 

氏  名： 

 

 

 

   （１）以下の英文を全て日本語に翻訳しなさい。 

 

 

（Andy Furlong and Fred Cartmel, 1997, Young People and Social Change: Individualization and Risk in Late Modernity, Open 

University Press: Buckingham/Philadelphia） 

2023年 2月 17日 

この部分に掲載されている文章については、著作権法上の問題から掲載することができませんので、ご了承願います。 



問題・解答 2023年度大東文化大学大学院【春季】入学試験 

文学研究科 教育学専攻（修士課程） 

 

 

科  目  名 受験番号： 採 点 欄 

専門科目（一般方式） 
 

氏  名： 

 

 

 

【問題１】下記の文章を読み、近代学校教育の四つの「夢」とされている理念について、日本の学校教育の現実（実態）

はどのような状態であると考えられるだろうか。第一から第四の一つ一つについて、ニュースや書籍で知った事柄や、

自分の体験に基づいて述べてください。(→別紙回答１) 

 

2023年 2月 17日 

こ
の
部
分
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
章
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
法
上
の
問
題
か
ら
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
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す
る
』
筑
摩
書
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回答 1  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 1（続き） 

 



 

【問題２】以下の文章を読み、①自分が身に着けていると思われるジェンダーバイアスを複数挙げ、その原因・背景を考えて

ください。②また、学校において児童・生徒がアンコンシャス・バイアスに気づくための工夫や実践を考案してください。 

（→別紙回答２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        心理科学研究会（編）『中学・高校教師になるための教育心理学〔第４版〕』有斐閣, 2020 年, p.27.  

 

  

学校におけるアンコンシャス・バイアス 

学校で児童生徒を理解するうえで，子どもの行動や態度だけでなく，育ってきた環境や考

え方，思いなど目にみえないことにも想像力を働かせることが必要である。 

たとえば，「保育士とトラック運転手の両親」という情報があれば，どのような家庭をイメ

ージするだろう？やさしい子ども好きなお母さんとたくましいお父さんだろうか？実は保

育士のお父さんとトラック運転手のお母さんということもありうる。しかし，どれだけの人

が後者をイメージするだろう？こうした「男は」「女は」という思い込みをジェンダーバイア

スというが，教師は子どもや保護者に向きあうとき，自分自身のアンコンシャス・バイアス

（無意識の偏見）に自覚的でありたい。 

ある授業で「理想の家庭像は？」と問うたとき，ある男子が「俺主夫になりたい」と発言

した。周りからはドッと笑いがもれた。教師はどのように反応するだろう。バイアスを再生

産することになるか，あるいは多様性を認めさまざまな可能性に開かれていく授業を展開す

ることになるか，教師の姿勢は大きな影響を与える。こうした日々のやりとりの積み重ねが，

子どもたちの考え方を形成し方向づけていく。 

進路を考えるときにも男女では大学進学率や職業選択に差が出やすい（朝日新聞，2018b，

2018c）。幼少期から周囲を観察したり周りからの声かけによって，「男らしさ」「女らしさ」

を学んでいくという報告もある（朝日新聞，2018b）。ジェンダーバイアスだけでなく文化や

世代の違いなどによって「当たり前」だと思っていることが，本当にそうなのか？と問いな

おし，気づいていく必要がある（朝日新聞，2018a）。 

そのためには，1 人ひとりが自分の意見や考えをもち，表明してもよいというアサーショ

ンの考え方を基盤に，多様な意見や感じ方に出会い対話する必要があるだろう。その出会い

のための場，時間，人を用意することは学校において可能である。多様性に開かれていくた

めには，大人自らがアンコンシャス・バイアスに自覚的であり，子どもたちの表明すること

に耳を傾けることが重要だ。その姿をモデルにして子どもたち同士も学んでいくにちがいな

い。 

この部分に掲載されている文章については、著作権法上の問題から掲載することができませんので、ご

了承願います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 2  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答２（続き） 

 


